
赤石岳、荒川三山自主山行実施報告書
平成25年9月11日

	行き先
	赤石岳（31209m、100名山）、荒川三山（3141m、100名山）　所在地：南アルプス

	実施日/天候
	平成25年9月７日（月）～9月11日　　　　　　　　　　　　天候：雨、晴れ

	参加者（氏名）
	合計　３名　

	コースタイム
	9月7日（土）移動日

　　　　　（自家用車）　　　　　　＜東海ﾌｫレストバス＞

　津田沼　＝＝＝＝＝＝　　畑薙第一ダム ＝＝＝   椹島ロッジ（泊） 

6:10　　　　　　　　　　11:30/12:00　　　　　　　13:00　　

9月8日（日）

椹島ロッジ　―　小石下　―　清水台　―　見晴台　 ―　駒鳥池　―　千枚小屋（泊）

　6:00　　　　　8:30        10:03     　 11:15　　　　12:30　　　　13:20　

9月9日（月）

　千枚小屋　―　千枚岳  ―　悪沢岳　―　中岳避難小屋　―　中岳　―― 前岳　―　　

5:45　　　　　6:30　　8:10/8:25　　　　9:40　　　　 9:55/10:00　　10:10　　 

　荒川小屋　―　大聖寺平　―　分岐　―　赤石岳　(赤石岳避難小屋泊)
　11:20/12:00　　12:40       14:30      14:50

(昼食)
9月10日（火）

赤石岳避難小屋　―　分岐　―　富士見平　―　赤石小屋 ―　登山口　―　
　　5:40      　    　6:00　　    7:30　     8:00/8:10　　　11:10

 ＜東海ﾌｫレストバス＞　　　　（自家用車）             

椹島ロッジ ＝＝＝＝ 畑薙第一ダム　＝＝＝＝＝　津田沼
11:20/14:00　　　   15:00/15:10　　            20:50

	費　用
	［交通費］　　　　　　　 　　　　［宿泊費］　　　　　　　　　　［その他］

・高速代ガソリン代：6,000円　・宿（3泊）23,100円　　　　　　・入浴、：　500円

　　　　　　　　　　　　　　　　（1泊2食、弁当無）　　　　　・食事代：3,000円
小計　6,000円　　　小計23,100円　　　　　　　　　　小計3,500円　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計32,600円　　　　　　　　　　　

	1 所感ほか
	2 登山開始の初日は雨で森林地帯の鬱陶しい登山道を7時間かけて登り、服も気持ちもずぶぬれの状態だった。山道にはキノコが豊富でしかも美味しそうなキノコが多い。しかしこの地は国立公園で動植物の採取はご法度。
3 2日目は晴天で昨日の鬱憤を振り払うような気持ちの良い山行であった。壮大な南アルプスの山々や遠くには北アルプスの山々、乗鞍岳、中央アルプス、御嶽山、富士山も眼前に迫っていた。
4 千枚小屋から赤石岳までのルートは2回山を登ることになり、かなりの長距離と累積標高があり苦しい行程であった。天候に恵まれたのが幸いした。

5 赤石岳避難小屋は標高3100m付近にあり、夜間は強風をまともに受け、毛布2枚と布団型シュラフでは寒さを感じた。管理人は2名（男女）アットホームな雰囲気で好感が持てた。
6 最終日の下山は赤石岳から椹島まで標高差2000ｍ、かなりハードな行程であったが下山後の達成感は格別であった。

	一口アドバイス
	1 2日目の千枚小屋から赤石岳避難小屋までのルートは長距離で累積標高も高い。荒川山荘に一泊し、各駅停車にするとゆったりできる。
2 山小屋の予約は10名以下不要

3 シーズンにより山小屋は混雑する。赤石岳避難小屋は定員30名なのに100名泊まったことがあると管理人曰く。
	情報入手先電話番号等

	
	
	㈱東海ホレストの電話（山小屋の情報他）
　0547-46-4717


備考：情報入手先は、余白が少ないため活用（必要）事項のみ記載する。

